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　野川流域連絡会は、当初、水量・水質・生きものの 3分科会から始まり、第３期から水環境と生きものの２分

科会となり、並行してなっとく部会が合流し、また別途研究部会も立ち上がり、第 8期まで活動してきました。

　現時点で積み上げられた成果がある一方で、２つの分科会が深掘れして分断され、交流が乏しくなるとともに、

新規会員が定着しにくいなどの弊害も大きくなってきました。

　このため第 10期では、第 9期から引き続き、水環境と生きもの、なっとくを一体化して「定例会・学習会」と

し、有志参加による個々の活動は、チームとして活動することとしました。

　野川流域連絡会は、都民委員 17名、団体委員 8名、行政委員 19名の計 44名で構成されています。

（第１期）平成 12年 8月～平成 15年 10月

（第 2期）平成 15年 11月～平成 18年 3月

（第 6期）平成 24年 6月～平成 26年 6月

（第 7期）平成 26年 7月～平成 28年 8月

（第 8期）平成 28年 9月～平成 30年 12月

（第 5期）平成 22年 6月～平成 24年 5月

（第 4期）平成 20年 6月～平成 22年 5月

（第 3期）平成 18年 4月～平成 20年 5月

（第 9期）平成 31年 1月～令和 4年 1月

（第10期）令和 4年 2月～令和 7年 1月

大学、研究連携

野川流域連絡会
（総 会） 事　務　局

運　営　会

定　例　会
学　習　会

広報チーム グリーンインフラチーム生きものチーム湧水チーム

野川流域連絡会について
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第 10 期 野川流域連絡会の活動状況（1/2）

活　動 開催年月日 活動内容

第 1 回総会 令和 4 年１月 31 日 第 10 期のスタート、座長、副座長の選出

生きものチーム 令和 4 年 2 月 28 日 グループ討議

湧水チーム 令和 4 年 3 月 4 日 グループ討議

工事説明会 令和 4 年 3 月 14 日 野川河床整備工事の意見交換会

第 1 回定例会 令和 4 年 3 月 22 日 各チームの活動報告

湧水チーム 令和 4 年 4 月 春季湧水調査４月 10、16、18、29、30 日と５月９日

第 2 回定例会 令和 4 年 6 月 27 日 特別講演「野川流連の沿革」、各チームの活動報告

生きものチーム 令和 4 年 7 月 11 日 グループ討議、夏季・生きもの観察会について

生きものチーム 令和 4 年 8 月 7 日 夏季・生きもの調査会（一般参加を中止、委員のみ参加）

第 1 回運営会 令和 4 年 8 月 22 日 第 2 回総会について

生きものチーム 令和 4 年 9 月 11 日 調布流域現地調査、ビオトープ候補地探し

第 2 回総会 令和 4 年 9 月 12 日 生きもの観察会、今後の活動方針について意見交換

生きものチーム 令和 4 年 10 月 17 日 メンバー提供の情報を基に討議

湧水チーム 令和 4 年 10 月 秋季湧水調査 10 月 15 日～ 10 月 30 日

生きものチーム 令和 4 年 11 月 3 日 世田谷流域現地調査、ビオトープ候補地探し

第 3 回定例会 令和 4 年 11 月 14 日 各チームの活動報告

生きものチーム 令和 4 年 12 月 5 日 グループ討議、夏季・生きもの観察会について

第 2 回運営会 令和 4 年 12 月 12 日 第 3 回総会について

現地調査 令和 4 年 12 月 15 日 世田谷ブロック

生きものチーム 令和 5 年 1 月 22 日 冬季・生きもの観察会告

第 3 回総会 令和 5 年 1 月 23 日 基調講演「野川の水と生きもの」、各チームの活動報告

現地調査 令和 5 年 1 月 24 日 狛江・調布ブロック

生きものチーム 令和 5 年 2 月 12 日 出山下湧水視察。ビオトープ候補地探し

現地調査 令和 5 年 2 月 15 日 国分寺ブロック

工事説明会 令和 5 年 3 月 7 日 野川河床整備工事の意見交換会

第 4 回定例会 令和 5 年 3 月 13 日 各チームの活動報告

湧水チーム 令和 5 年 4 月～ 5 月 春季湧水調査４月 2、9、18、23 日、５月 6 日

生きものチーム 令和 5 年 4 月 10 日 ビオトープについて、夏季・生きもの観察会について

第 3 回運営会 令和 5 年 5 月 22 日 第 4 回総会について

第 5 回定例会 令和 5 年 6 月 26 日 各チームの活動報告

生きものチーム 令和 5 年 7 月 3 日 夏季・生きもの観察会について

生きものチーム 令和 5 年 8 月 6 日 夏季・生きもの観察会

第 10 期 野川流域連絡会活動報告
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第 10 期 野川流域連絡会の活動状況（2/2）

活　動 開催年月日 活動内容

第 4 回総会 令和 5 年 9 月 11 日 基調講演「野川のグリーンインフラ」、各チームによる話合い

湧水チーム 令和 5 年 10 月 秋季湧水調査 10 月 2、14、21、28 日

湧水チーム 令和 5 年 10 月 13 日 水量・水質についての勉強会

交流会 令和 5 年 10 月 23 日 新河岸川流域川づくり連絡会との交流会

生きものチーム 令和 5 年 10 月 30 日 魚巣ブロック設置

第 6 回定例会 令和 5 年 11 月 13 日 各チームの活動報告

生きものチーム 令和 5 年 11 月 27 日 ホトケドジョウ、サワガニ調査

生きものチーム 令和 5 年 12 月 4 日 冬季・生きもの観察会について、調査報告、魚巣ブロックについて

第 4 回運営会 令和 5 年 12 月 11 日 第 5 回総会について

生きものチーム - 冬季・生きもの観察会（雨天のため中止）

第 5 回総会 令和 6 年 1 月 22 日 基調講演「自然共生サイトについて」、各チームの活動報告

生きものチーム 令和 6 年 2 月 26 日 魚巣ブロック調査

工事説明会 令和 6 年 3 月 6 日 野川河床整備工事の意見交換会

第 7 回定例会 令和 6 年 3 月 13 日 各チームの活動報告

湧水チーム 令和 6 年 4 月 春季湧水調査４月 10 ～ 29 日

生きものチーム 令和 6 年 4 月 15 日 魚巣ブロック設置調査報告、夏の生きもの観察会について、今後の
予定 ( 新たなビオトープ・その他の活動 )

生きものチーム 令和 6 年 5 月 11 日 河床整備工事後の生きもの調査（世田谷ビジターセンター付近～谷戸
橋と小足立橋の中間まで）

第 8 回定例会 令和 6 年 6 月 24 日 各チームの活動報告

生きものチーム 令和 6 年 7 月 1 日 河床整備工事後の生きもの調査報告、生きもの観察会、柳瀬川金山調
節池見学に、カワセミ営巣設置個所のメンテナンスについて、他

生きものチーム 令和 6 年 8 月 4 日 夏季・生きもの観察会

グリーンインフラチーム 令和 6 年 9 月 1 日 野川グリーンインフラシンポジウム

第 6 回総会 令和 6 年 9 月 9 日 基調講演「気象庁の防災気象情報と線状降水帯への最新の取り組みに
ついて」、各チームの活動報告

広報チーム 令和 6 年 9 月 24 日 広報チームの再スタートのための活動方針

湧水チーム 令和 6 年 10 月 秋季湧水調査 10 月 5 ～ 13 日

第 5 回運営会 令和 6 年 10 月 7 日 第 7 回総会について

生きものチーム 令和 6 年 10 月 28 日 ホトケドジョウ、サワガニ調査、ビオトープ候補地、金山調節池見学
について

第 9 回定例会 令和 6 年 11 月 11 日 各チームの活動報告

生きものチーム 令和 6 年 11 月 14 日 金山調節池見学

生きものチーム 令和 7 年 12 月 2 日 冬季・生きもの観察会の役割分担について

生きものチーム 令和 7 年 1 月 19 日 冬季・生きもの観察会

第 7 回総会 令和 7 年 1 月 20 日 第 10 期の総括
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　第 10 期は、総会を 7 回開催しました。第 1 回は、令和 4 年 1 月 31 日（月）18 時 00 分から、北多摩南部建
設事務所地下 1 階会議室において、WEB 会議により都民委員・団体委員 14 名行政委員 12 名の、計 26 名の出
席によって行われ、1. 開会、2. 座長挨拶が行われ、その後に議題として、3. 第 9 期の各チームの活動報告につい
て、4. 設置要綱（案）の改定について行われました。
　各総会の開催内容については、下記の表に記します。

第１０期野川流域連絡会総会の開催概要

回数 開催年月日 開催内容

第１回 令和 4 年 1 月 31 日 座長・副座長の選出、第 10 期の活動方針について協議しました。

第２回 令和 4 年 9 月 12 日 東京都河川部が講演「気候変動が河川にもたらす影響」を行いました。また、各チー
ムの活動報告を行いました。野川の現地調査の予定について協議しました。

第３回 令和 4 年 1 月 23 日 H 副座長が講演「野川の水と生きもの」を行いました。また、各チームの活動報告を
行いました。第 10 期委員の任期を令和 7 年 1 月までとすることが了承されました。

第４回 令和 5 年 9 月 11 日
K 委員が講演「野川のグリーンインフラ」を行いました。また、講演を通じて得たもの、
これまで実践したグリーンインフラ、実現させたいグリーンインフラについて各チー
ムによる話合いを行い、その結果を発表しました。

第５回 令和 6 年 1 月 22 日
I 氏（環境省関東地方環境事務所）が「自然共生サイトについて」のテーマで、K 氏（一
般財団法人日本気象協会）が「自然共生サイトの意義と役割について」のテーマで講
演を行いました。また、各チームの活動報告を行いました。

第 6 回 令和 6 年 9 月 9 日
気象庁から東京都河川部に出向していた S 氏より「「気象庁の防災気象情報と線状降
水帯への最新の取り組み」のテーマで基調講演が行われました。また、各チームの活
動報告を行いました。

第 7 回 令和 7 年 1 月 20 日
第 10 期の最終回となり、退任する座長と団体委員から挨拶がありました。退任する
座長からは「野川の湧水と涵養林の保護を継続してほしいと願っている。また、野川
国分寺区間の整備計画を継続的にテーマとすること」を提案されました。

総会の開催状況

第 10期第 3回総会のようす（リモート会議） 第 10期第 5回総会のようす（リモート、対面式併用会議）
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　第 10 期は、定例会を 9 回開催しました。6 月 27 日に開催された第 2 回定例会では、新任の委員も多いことから、
第 9 期まで 17 年間座長を務められた K 委員より、スタートに立ち帰って野川流域連絡会の歴史について特別講演
が行われました。
　講演では、野川流域連絡会の設立のきっかけとなった多摩川流域懇談会について解説されました。野川流域連絡
会の基本理念でもある「三つの原則、七つのルール」は、多摩川流域懇談会の設立時に提唱されたことを記憶して
ほしいと結んでいました。
　各定例会の開催内容については、下記の表に記します。

第１０期野川流域連絡会定例の開催概要

回数 開催年月日 開催内容

第１回 令和 4 年 3 月 22 日 生きもの観察会の予定、今後の活動方針等について意見交換

第２回 令和 4 年 6 月 27 日 K 委員による講演「野川流域連絡会発足にかかわる歴史」、湧水調査結果、崖線フォー
ラムの予定、今後の活動方針等について意見交換

第３回 令和 4 年 11 月 14 日 生きもの観察会の予定、現地調査会（世田谷ブロック）の予定、今後の活動方針等につ
いて意見交換

第４回 令和 5 年 3 月 13 日 グリーンインフラに関するアンケートの予定、今後の活動方針等について意見交換

第５回 令和 5 年 6 月 26 日 生きもの観察会の予定、湧水調査結果、グリーンインフラに関するアンケートの結果、
今後の活動方針等について意見交換

第６回 令和 5 年 11 月 13 日 生きもの観察会の結果、魚巣ブロック設置、湧水調査結果、今後の活動方針等について
意見交換

第７回 令和 6 年 3 月 13 日 魚巣ブロック調査結果、今後の活動方針等について意見交換

第 8 回 令和 6 年 6 月 24 日 各チームの活動報告、（仮称）グリーンインフラシンポジウムの開催について、事務局
から報告

第 9 回 令和 6 年 11 月 11 日 各チームの活動報告と事務局から新河岸川流域川づくり連絡会との交流会、河川維持管
理計画について報告

定例会の開催状況

第 10期第 2回定例会のようす（リモート会議） 第 10期第 6回定例会のようす（リモート、対面式併用会議）
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運営会議の開催状況
　第８期までは、「まとめ役会」として総会（旧全体会）の前にその進行に関する相談をしていましたが、第 9 期
からは、定例会で何をするのかを検討するための会として、名称を「運営会」に改め、座長、副座長の他にだれで
も参加できるようにしています。第 10 期では、運営会を全 5 回開催しました。

第 1回運営会のようす 第 4回運営会のようす

イベントの開催状況
　第 8 期まで、水環境分科会の主催していた「野川の通信簿」は、　野川流域連絡会の主催で行われるようになり
ましたが、第 18 回以降、新型コロナウイルス感染症の影響から中止となり、第 10 期は行われていません。
　また、生きもの観察会は、「野川の通信簿」と同様に第 8 期まで生きもの分科会の主催で行われていましたが、
第 9 期から野川流域連絡会の主催で行われるようになりました。
　生きもの観察会は、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和 2 年 1 月 19 日の開催を最後に中止されてい
ましたが、令和 5 年 1 月 22 日の冬季・生きもの観察会から開催することができました。令和 5 年 8 月 6 日に夏季・
生きもの観察会、令和６年８月 4 日に夏季・生きもの観察会、令和 7 年 1 月 19 日に冬季・生きもの観察会を行
いました。なお、令和 6 年 1 月に予定していた冬季・生きもの観察会は、雨天のため中止となりました。

夏季・生きもの観察会のようす 冬季・生きもの観察会のようす
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工事説明会の開催状況

野川河床整備工事（北その 5）の説明資料

野川河床整備工事（北その 6）の説明資料

　第 10 期では、野川河床整備工事（北その 4 ～ 6）に関する意見交換会が全 3 回行われました。
　いずれの回でも、カワセミへ配慮した工事を求める意見がありました。工事について説明した事務局は、カワセ
ミブロックや砂州の設置などを検討していると回答しました。また、緑化ブロック空洞化の補修工事を行ってほし
いとの意見もありました。

野野川川河河床床整整備備工工事事（（北北そそのの５５））設設 計計 説説 明明 資資 料料

北北多多摩摩南南部部建建設設事事務務所所 工工事事第第二二課課設設計計担担当当

９

野川河床整備工事について（1/２） 資料 ９

工事用搬入路

低水路階段設置

自然石固着金網設置

野川河床整備全体平面図
（小金橋下流～箕和田橋区間）

砂州設置30.0m
（最大幅勾配1：5）

砂州設置25.0m
（最大幅勾配1：5）

低水路階段設置

低水路階段設置

自然石固着金網設置

取取扱扱注注意意：：複複写写不不可可

松杭

令和２年(2020)８月吉日

野川河床整備工事のお知らせ 北多摩南部建設事務所
工 事 第 二 課

１１

（参考）イメージパース（１/２）小金橋下流管理用通路（右岸側）から小金橋を望む

取取扱扱注注意意：：複複写写不不可可

野川河床整備工事（北その 6）意見交換会のようす
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グリーンインフラチーム活動概要
　グリーンインフラチームは、第 10 期の初頭に「野川の GI の目指すところ」「今後の進め方」を決定し、それに
沿って活動をしました。
　「今後の進め方」で掲げていた GI アンケートは、令和 5 年に実施しました。その結果は、次ページに示します。
　グリーンインフラミーティングは、GI 施設の見学と同日の令和 6 年 9 月に開催予定でしたが、ミーティングの
み開催し、見学は荒天のため中止となりました。その概要は次ページに示します。

チーム活動の状況

野野川川流流域域GI資資産産ととししててのの水水とと緑緑のの連連続続性性

野川GIの目指すところ

野川流域の「つながり」をつくる

流域全体で：
・雨庭などの実践活動を広める／住宅地等の面的広がり

河道で：
・日立中研大池まで未改修区間をなくす／川の連続性

河畔で：
・小金井自然再生の取組みを流域全域に広める

／大公園、緑地等のまとまり
崖線で：
・野川～崖線の横断的なつながりをつくる／川と崖線の連続性

支流で：
・仙川、入間川、旧野川とのつながりをつくる／支流の広がり

用水路で：
・玉川上水分水網を再生する／用水と野川のつながり

今後の進め方

目標：
「野川流域グリーンインフラミーティングの開催」
次年度に予定する／10月頃を目指す

準備：
GI活動アンケートの実施／2023年3月までに
・各自治体のGI施策リストアップ
・地域団体、市民団体のGI活動のリストアップ

GI活動現場の見学／世田谷区のGI施設の見学
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グリーンインフラについて

１．グリーンインフラの意味がよく分からない

２．グリーンインフラについて理解しているが活動はしていない

３．グリーンインフラの活動に取り組んでいる

計

GI アンケートの結果

野川グリーンインフラシンポジウムの開催概要

開催日：令和６年９月１日（日）
開催内容

10:00 ～ 第一部（現場視察）は、台風 10 号により荒天が予想されたため中止
14:00 ～ 第二部 シンポジウム（場所：世田谷区砧総合支所会議室 C 及び D）

開会挨拶　野川流域連絡会座長 Ｋ氏
開催趣旨説明　野川流域連絡会グリーンインフラチームリーダー Ｋ氏
話題提供・東京都の河川事業におけるグリーンインフラの取り組みについて
・東京都建設局河川部計画課課長代理 K 氏
・せたがやグリーンインフラ研究会からの報告 世田谷グリーンインフラ研究会 Ｋ氏
・世田谷グリーンインフラガイドラインの紹介 世田谷区作成の動画を放映
・住宅都市世田谷における「自分でもできる雨庭づくり」の取り組み 一般財団法人世田谷トラストまちづ

くり K 氏
意見交換 コーディネーター Ｋ氏
閉会挨拶 野川流域連絡会副座長 Ｄ氏
参加者 行政関係者 10 名 都民委員 8 名 都民 12 名 事務局８名 計 38 名

【開催趣旨】
野川流域連絡会では 2015 年以来グリーンイ

ンフラを課題として取り組んできた。野川グ
リーン インフ研究会やその部会としての世田谷
グリーンインフラ研究会、成城グリーンインフ
ラ研究会 など継続的に活動を行ってきた。いい
川いい川づくりワークショップ全国大会におい
ても早い時 期に野川のグリーンインフラの取り
組みが発表されている。現在は流域連絡会の部
会としてグリ ーンインフラチームがある。
近年になり、グリーンインフラが大きなうね

りとなっており、世田谷区ではグリーンインフ
ラガイドラインを策定した。野川流域はグリー
ンインフラ資産の宝庫であり、課題もあるもの
の、これを自覚して更に全国の先進モデル地域
としての活動を行ってい くことが求められる。

【日時】2024年9月1日（日）
第一部10:00～ 第二部14：00～17：00

【会場】世田谷区砧総合支所 会議室 C 及び D 
世田谷区成城 6-2-1（成城学園駅北口徒歩 3 分）
◆参加申し込み
東京都 北多摩南部建設事務所 工事第二課(工務担当)
坂井 Tel 042-330-1845

野川のグリーンインフラシンポジウム
～流域で取り組む雨庭～

野川のグリーンインフラシンポジウム
～流域で取り組む雨庭～

主催：野川流域連絡会 事務局：東京都北多摩南部建設事務所工事第二課（坂井）主催：野川流域連絡会 事務局：東京都北多摩南部建設事務所工事第二課（坂井）

【プログラム】
第一部 グリーンインフラの施設見学
10:00 成城学園前駅集合

小田急線地下化上部の利用～成城地区の取り
組み～ビジターセンターの雨庭 など

第二部 シンポジウム
14:00 開会、挨拶等
14:15 話題提供：

①東京都河川部：東京の河川事業におけるグ
リーンインフラの取組について

②世田谷グリーンインフラ研究会：世田谷グ
リーンインフラ研究会からの報告

③世田谷区：「せたがやグリーンインフラガイド
ライン」の紹介

④世田谷トラストまちづくり：住宅都市世田谷に
おける「自分でもできる雨庭づくり」の取り組み
16:00 意見交換会：
①市民委員から
②自治体委員から
③まとめ：今後の取り組み
17:00 閉会

世田谷区「国分寺崖線マップ」より

第一部 行程
１．成城学園前駅中央改札口前集合
２．小田急線地下化地上部菜園
３．喜多見不動湧水地
４，神明の森みつ池湧水

５．世田谷トラストまちづくりビジターセ
ンター雨庭
６．きたみふれあい広場
７．ふくふくの家雨庭
８．喜多見駅解散

＊第二部参加の方は喜多見駅から成
城学園前駅までご移動ください。
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生きものチーム活動概要
　生きものチームは、野川流域連絡会が主催する生きもの観察会に主体となって活動するほか、第 10 期の活動方
針として、ほたる川に続くビオトープ候補地を探す、魚巣ブロックの設置による効果、ホトケドジョウ・サワガニ
の調査を掲げ活動しました。
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生きものチーム活動概要
　生きものチームは、野川流域連絡会が主催する生きもの観察会に主体となって活動するほか、第 10期の活動方
針として、ほたる川に続くビオトープ候補地を探す、魚巣ブロックの設置による効果、ホトケドジョウ・サワガニ
の調査を掲げ活動しました。
　また、令和６年５月 11日には、野川河床整備工事後の生物調査や令和６年 11月 14 日に金山調節池の見学も
行いました。

ビオトープ候補地調査のようす

●11/3(木) 世田⾕流域 ビジターセンター〜喜多⾒⼤橋
参加 7名（笹井、坪井、松橋、後藤、永田、井上、ドゥマンジュ）
案内 井上委員

ビオトープ候補：みつ池からの湧水出口、雁追橋下湧水出口

（Ｓ、Ｔ、Ｍ、Ｇ、Ｎ、Ｉ、Ｄ委員）
Ｉ委員

②②流流域域現現地地調調査査
目的 ビオトープ候補地探し・工事個所確認・野川を知る

●9/11(日) 調布流域 ⾕⼾橋〜野川⼤橋
参加 7名（前澤、坪井、若山、松橋、後藤、磯邉、ドゥマンジュ）
案内 磯邉委員

ビオトープ候補：入間川分水路下流の中州など

（Ｍ、Ｔ、Ｗ、Ｍ、Ｇ、Ｉ、Ｄ委員）
Ｉ委員

名　称 令和 4年度夏季
生きもの調査会

冬季令和 4年度
生きもの観察会

夏季令和 4年度
生きもの観察会

冬季令和 4年度
生きもの観察会

夏季令和 4年度
生きもの観察会

冬季令和 4年度
生きもの観察会

実施年月日 令和4年 8月 7日 令和 5年 1月 22日 令和 5年 8月 6日 令和 6年 1月 21日 令和 6年 8月 4日 令和 7年 1月 19日

一般参加者 14名 12名 14名 14名

確
認
種
数

野　川 16種 15種 17種 10種

ほたる川 15種 15種 13種 14種

備　考 流連委員のみの参
加予定だったが、
開催変更を知らな
い一般参加が 14 名
だった。

雨天のため中止。

生きもの観察会の参加者数および確認種

名　称 令和 4 年度夏季
生きもの調査会

令和 4 年度冬季
生きもの観察会

令和 5 年度夏季
生きもの調査会

令和 5 年度冬季
生きもの観察会

令和 6 年度夏季
生きもの調査会

令和 6 年度冬季
生きもの観察会

実施年月日 令和 4 年 8 月 7 日 令和 5 年 1 月 22 日 令和 5 年 8 月 6 日 令和 6 年 1 月 21 日 令和 6 年 8 月 4 日 令和 7 年 1 月 19 日

一般参加者 14 名 12 名 14 名 － 14 名 28 名

確
認
種
数

野　川 16 種 15 種 17 種 － 10 種 15 種

ほたる川 15 種 15 種 13 種 － 14 種 15 種

備　考 流連委員のみの参
加予定だったが、
開催変更を知らな
い一般参加が 14 
名だった。

雨天のため中止。
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魚巣ブロックの設置による効果

魚巣ブロックを 3 か所に設置（H 委員）
　（天神橋下流、小金井新橋上流、泉橋上流）

穴の中で魚が休めるよう、
上流側を石で間詰め

子供たちにイタズラされな
いよう、北南建の連絡先を
書いた張り紙を設置

ブロックが流されないよう、
鉄棒を河床に打ち込み固定

魚巣ブロック状況調査報告

※魚巣ブロックは今後も継続していく予定なので令和 6 年も 12 月 16 日に設置した。

調 査 日 令和 6 年 2 月 26 日（月）10 時～ 11 時半

参　　加 H、W、D 委員　M（コンサル）

調査方法
ブロックの下流部の穴を塞ぐように網を当てて、上流側の穴から
棒（モップ）を差し込み、中の生きものを網に追い込む

場　所 中にいた生きもの 備　考

泉橋上流 カワリヌマエビ スジエビ

小金井新橋上流 カワリヌマエビ ザリガニ（親）

天神橋下流 カワリヌマエビ
設置時よりも水深が浅くなり、ブ
ロックの高さの半分ほどに

調査結果
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＜調査結果、※ 20 年ほど前との比較＞

調査箇所 サワガニ ホトケドジョウ その他の生きもの

A 地点
〇

※昔よりやや少なく、
稚ガニが多い

×
※昔からいない

ヨシノボリ
オニヤンマ

B 地点
〇

※昔よりやや少なく、
稚ガニが多い

× あまりいない

C 地点 〇 × なし

D 地点
〇

※昔と同程度だが、稚
ガニが多い

× オニヤンマ

E 地点
〇

※昔と同程度だが、稚
ガニが多い

〇 オニヤンマ大
ホンサナエ

F 地点 〇
※昔と同程度

〇 オニヤンマ
フタスジモンカゲロウ

（注）調査箇所はサワガニ、ホトケドジョウが希少種のため、地点名を伏せています。

《参加者》
　生きものチーム：H、Ⅰ、T、D 委員		  事務局：S、Ⅰ

《調査の目的》
　野川流域のホトケドジョウとサワガニが減ってきている？
　現状を把握し、
　◆なるべく今の状態で自然な繁殖をどう手助けできるかなど今後の保護や生息環境の整備、

湧き水水路の保全を野川流域連絡会としてどう考えるかのきっかけにする

《調査箇所》 　6 か所
　① A 地点
　② B 地点
　③ C 地点
　④ D 地点
　⑤ E 地点
　⑥ F 地点

ホトケドジョウ・サワガニ生息調査　　2023/11/27
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湧水チーム活動概要
　湧水チームは、春季・秋季の湧水調査を行うほか、調査によって得られた成果をどのように活用するか検討して
います。

令和４年 秋季調査結果(一部集約および抜粋)

深深大大寺寺湧湧水水群群天天文文台台下下野野川川公公園園内内貫貫井井神神社社真真姿姿のの池池湧湧水水群群日日立立中中央央研研究究所所

10月30日10月30日10月15日10月16日10月29日10月19日調査日
15.0〜19.520.020.0〜25.019.518.0〜19.015.0〜17.0気温 (℃)
16.8〜17.416.617.4〜19.017.616.9〜17.517.2〜17.7水温 (℃)
18.0〜19.619.217.3〜21.120.2〜20.117.3〜20.120.3〜27.3EC (mS/m)

6.0〜6.47.06.4〜7.46.0〜6.26.0〜6.66.0〜7.8pH
6.4〜8.18.65.5〜9.87.3〜8.66.0〜9.26.8〜9.4DO (mg/L)

0.2〜22.5
(66.1)

0.3
(0.6)

0.1〜65.0
(92.2)

1.9〜15.7
(17.6)

3.9〜20.8
(35.7)

6.6〜57.5
(118.1)

湧水量
(L/sec))(( ))内内総総量量

オオニニヤヤンンママ((幼幼
体体))、、ササワワガガニニ、、
ププララナナリリアア、、ヘヘ
ビビトトンンボボ ほほかか

ササワワガガニニ

東東側側調調査査地地点点
がが破破損損ししてていいたた

大大沢沢ででははホホトトケケ
ドドジジョョウウもも採採取取

カカワワニニナナ、、カカワワ
リリヌヌママエエビビ属属sspp、、
ココオオニニヤヤンンママ((幼幼
体体))、、シシママアアメメンン
ボボ ほほかか

カカワワニニナナ、、オオニニ
ヤヤンンママ((幼幼体体))、、
ヒヒルル、、ウウズズムムシシ
ほほかか

カカワワニニナナ、、ミミズズ
ムムシシ、、ササワワガガニニ、、
シシママアアメメンンボボ、、
ガガガガンンボボ、、アアブブ
ララハハヤヤ、、ヘヘビビトト
ンンボボ ほほかか

ミミズズムムシシ、、ウウズズムム
シシ、、ススジジエエビビ、、ササ
ワワガガニニ、、カカククツツツツ
トトビビケケララ、、オオニニヤヤ
ンンママ((幼幼体体))、、ヘヘビビ
トトンンボボ ほほかか

生きもの

水温、EC、DOの測定に際し、測定機器によるもの。pHについては、パックテスト(BTB) による測定を⾏った。

今季のトピック

・・全全体体的的にに湧湧水水量量がが多多くく、、ここれれままででのの湧湧水水地地点点以以外外かかららもも
いいくくつつかか流流出出がが確確認認さされれたた。。

・・多多くくのの調調査査地地点点ででヘヘビビトトンンボボ科科のの一一種種がが確確認認さされれたた。。

・・今今回回のの湧湧水水調調査査でではは絶絶滅滅危危惧惧ⅡⅡ類類のの植植物物をを確確認認ででききたた。。

・全体的に湧水量が多く、これまでの湧水地点以外からもいくつか流出が
確認された。

・多くの調査地点でヘビトンボ科の一種が確認された。

・今回の湧水調査では絶滅危惧Ⅱ類の植物を確認できた。

令和 4 年　秋季調査結果（一部集約および抜粋）

今季のトピック
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令和５年 春季調査結果(一部集約および抜粋)

深深大大寺寺湧湧水水群群天天文文台台下下野野川川公公園園
内内

貫貫井井神神社社真真姿姿のの池池湧湧水水群群日日立立中中央央研研究究所所

4月9日4月9日5月6日4月23日4月2日4月18日調査日
14.0〜15.019.518.0〜27.316.516.0〜18.022.0〜24.0気温 (℃)
15.7〜17.314.1〜15.716.2〜18.517.616.1〜17.416.3〜16.9水温 (℃)
19.3〜20.118.5〜18.816.2〜18.520.013.9〜19.821.0〜26.0EC (mS/m)

6.1〜6.67.3〜7.86.2〜7.26.26.0〜7.26.0〜7.8pH
6.6〜9.58.8〜11.18.7〜9.98.4−5.9〜8.1DO (mg/L)
0.7〜7.5
(15.7)

>0.1〜0.2
(0.2)

0.4〜5.6
(18.3)

2.1
(2.1)

1.0〜7.1
(9.8)

0.1〜1.1
(1.3)

湧水量
(L/sec))(( ))内内総総量量

ササワワガガニニ
カカワワニニナナ
カカワワゲゲララsspp
ママダダララカカゲゲロロウウ
sspp
ボボウウフフララ
ブブユユ

秋秋にに破破損損ししてていい
たた東東側側調調査査地地
点点がが修修復復ししてていい
たた

大大沢沢ででははヘヘビビトト
ンンボボななどど採採取取

ササワワガガニニ
カカワワゲゲララsspp
カカワワリリヌヌママエエビビ
ホホトトケケドドジジョョウウ
((稚稚魚魚))
フフタタススジジモモンンカカ
ゲゲロロウウほほかか

ニニンンギギョョウウトトビビ
ケケララ
カカククツツツツトトビビケケララ
ナナミミウウズズムムシシ
オオニニヤヤンンママ
カカワワニニナナ
ミミズズムムシシ

カカククツツツツトトビビケケララ
カカワワニニナナ
オオニニヤヤンンママ
ミミズズムムシシ
ブブユユ
ナナミミウウズズムムシシ
ヨヨココエエビビ

シシママアアメメンンボボ
ミミズズムムシシ
ボボウウフフララ
ナナミミウウズズムムシシ
カカワワニニナナ
カカワワゲゲララsspp

生きもの

水温、EC、DOの測定に際し、測定機器によるもの。pHについては、パックテスト(BTB) による測定を⾏った。

今季のトピック

・・２２月月ににＨＨ氏氏ににごご案案内内いいたただだいいたた湧湧水水地地点点((野野川川公公園園内内))もも今今回回
かからら調調査査地地点点ととししてて加加ええたた。。

・・４４月月のの割割にに気気温温もも高高くく、、ボボウウフフララのの採採取取がが各各地地でで多多くく見見らられれたた。。

・・参参加加メメンンババーーにによよるる調調査査手手順順がが慣慣れれててききてていいるる。。

・2 月に H 氏にご案内いただいた湧水地点（野川公園内）も今回から調査
地点として加えた。

・4 月の割に気温も高く、ボウフラの採取が各地で多く見られた。

・参加メンバーによる調査手順が慣れてきている。

令和 5 年　春季調査結果（一部集約および抜粋）

今季のトピック
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・春に比べて湧水量は多いが、例年と比べるとやや少ない。

・国分寺での調査の際に一般の方から話しかけられ、調査結果の開示を求
められた。今後、流連メンバーや広報チームとも相談して公開できる資
料について検討していきたい。

・勉強会後の調査で記録担当として参加した委員が実施。

令和 5 年　秋季調査結果（一部集約および抜粋）

今季のトピック

令和５年 秋季調査結果(一部集約および抜粋)

深深大大寺寺湧湧水水群群天天文文台台下下野野川川公公園園
内内

貫貫井井神神社社真真姿姿のの池池湧湧水水群群日日立立中中央央研研究究所所

10月28日10月28日10月21日10月14日10月14日10月2日調査日
14.0〜15.025.520.0〜24.520.517.0〜19.019.5〜24.0気温 (℃)
17.4〜17.717.0〜17.917.1〜18.817.5〜17.717.0〜17.617.2〜17.8水温 (℃)
19.1〜19.919.45〜19.5916.4〜20.421.0〜21.317.6〜20.520.7〜26.4EC (mS/m)

6.0〜6.47.2〜7.46.4〜7.46.0〜6.26.0〜7.06.0〜7.8pH
6.9〜9.89.1〜9.86.9〜10.29.4〜9.58.5〜10.75.9〜8.1DO (mg/L)

1.5〜12.7
(44.4)

0.2〜0.4
(0.6)

>0.1〜47.5
(99.8)

0.7〜11.2
(11.9)

3.0〜11.1
(29.0)

1.3〜25.6
(47.5)

湧水量
(L/sec))(( ))内内総総量量

ササワワガガニニ
カカワワニニナナ
オオナナシシカカワワゲゲララ科科sspp

オオニニヤヤンンママ
シシママアアメメンンボボ

西西側側湧湧水水にに新新
ししくく設設置置さされれたた
パパイイププかかららのの放放
流流ははななかかっったた。。

自自然然観観察察園園付付
近近のの調調査査地地点点
ででははDDOO値値がが
22..55ppppmmとと低低くく、、
水水温温はは高高いいのの
ででデデーータタかからら除除
外外

ニニンンギギョョウウトトビビケケララ

カカククツツツツトトビビケケララ
ナナミミウウズズムムシシ
オオニニヤヤンンママ
ササワワガガニニ
ミミズズムムシシ

カカククツツツツトトビビケケララ
カカワワニニナナ
オオニニヤヤンンママ
アアメメリリカカザザリリガガニニ

ジジュュズズカカケケハハゼゼ
アアブブララハハヤヤ

シシママアアメメンンボボ
ミミズズムムシシ
ナナミミウウズズムムシシ
カカワワニニナナ
ヘヘビビトトンンボボ
オオナナシシカカワワゲゲララ科科sspp

生きもの
その他特記

水温、EC、DOの測定に際し、測定機器によるもの。pHについては、パックテスト(BTB) による測定を⾏った。

今季のトピック

・・春春にに比比べべてて湧湧水水量量はは多多いいがが、、例例年年とと比比べべるるととやややや少少なないい。。

・・国国分分寺寺ででのの調調査査のの際際にに一一般般のの方方かからら話話ししかかけけらられれ、、調調査査結結果果のの
開開示示をを求求めめらられれたた。。今今後後、、流流連連メメンンババーーやや広広報報チチーームムとともも相相談談
ししてて公公開開ででききるる資資料料ににつついいてて検検討討ししてていいききたたいい。。

・・勉勉強強会会後後のの調調査査でで記記録録担担当当ととししてて参参加加ししたた委委員員がが実実施施。。
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・気温が高いように感じた。生き物もそのせいか、春季の割には成長した
個体が多くみられたように思う。

・昨年の降水量が少なかったことから湧水量が少ない結果となるのかと
思ったが、調査実施の数日前にまとまった雨などもあり、水量はそれな
りにあった。

令和 6 年　春季調査結果（一部集約および抜粋）

今季のトピック

令和６年 春季調査結果(一部集約および抜粋と比較)

深深大大寺寺湧湧水水群群天天文文台台下下野野川川公公園園
内内

貫貫井井神神社社真真姿姿のの池池湧湧水水群群日日立立中中央央研研究究所所

4月9日4月14日4月21日4月29日4月13日4月10日調査日
21.5〜23.526.020.0〜25.026.020.5〜22.016.5〜19.5気温 (℃)
17.0〜17.316.7〜18.616.0〜19.017.717.5〜17.615.8〜16.8水温 (℃)
19.3〜20.318.9〜19.116.4〜19.221.018.3〜20.419.5〜27.0EC (mS/m)

6.0〜6.87.2〜7.66.2〜7.46.26.2〜7.06.2〜7.6pH
7.2〜9.69.2〜9.55.5〜9.57.77.0〜9.07.7〜8.2DO (mg/L)
0.6〜6.4
(18.1)

0.1〜0.2
(0.3)

<0.1〜16.4
(45.3)

4.0
(4.0)

4.2〜19.3
(29.8)

0.2〜1.7
(3.52)

湧水量
(L/sec))(( ))内内総総量量

ササワワガガニニ
カカワワニニナナ
シシママアアメメンンボボ
オオニニヤヤンンママ
イイトトミミミミズズsspp

特特ににななししカカワワリリヌヌママエエビビ
ホホトトケケドドジジョョウウ
ヒヒララタタドドロロムムシシ
ハハググロロトトンンボボ
ブブユユ
ほほかか

カカククツツツツトトビビケケララ
カカワワニニナナ
ササワワガガニニ
ミミズズムムシシ

モモノノアアララガガイイ
オオニニヤヤンンママ
カカワワニニナナ
シシママアアメメンンボボ
ナナガガレレトトビビケケララ
属属sspp

カカククツツツツトトビビケケララ
ヘヘビビトトンンボボ
ナナミミウウズズムムシシ
カカワワニニナナ
ななどど

生きもの

水温、EC、DOの測定に際し、測定機器によるもの。pHについては、パックテスト(BTB) による測定を⾏った。

今季のトピック

・気温が高いように感じた。生き物もそのせいか、春季の割には
成長した個体が多くみられたように思う。

・・昨年の降水量が少なかったことから湧水量が少ない結果となる
のかと思ったが、調査実施の数日前にまとまった雨などもあり、

水量はそれなりにあった。。
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広報チーム活動概要
　広報チームは、野川流域連絡会メーリングリストの作成やホームページの作成、会報の作成などを⾏っています。
第 10 期は、一時活動を休止していましたが、活動を再開し、情報発信を行うためのコンテンツを収集することを
活動方針としています。

二子玉川より単身参加 くい打ちに夢中

専門学校に通う男子ペア くい打ちに夢中

野野川川流流域域連連絡絡会会　　広広報報チチーームム会会報報   第第33号号　　　　令令和和55年年1100月月1188日日発発行行

2023年8月6日（日）晴れ時々スコール。

野川流域連絡会による夏の生き物観察会が行われました。

今回印象的だったのは、なんと言っても大人男性の単独参加と、専門学校の青年二人組の参加です。

過去にもあったかはわかりませんが、私が遭遇したのは初めてだったのでそれがとても嬉しかったで

す！

子供たちとごちゃまぜの抽選でたまたま当選したようでしたが、大人のみの参加希望者はどの位いる

のか興味が湧きました。大人枠を作り、別途抽選にしてはどうかと思ったりしました。

大人の方にも気軽に参加していただけたら素敵だと思います。

大人一人で参加の男性は「へんな人って思われないか心配でした」と言ってました。

青年二人組は 「将来環境に関わる仕事が希望なので、興味があって参加しました」と言っていました。

杭打や「ガサガサ」を、楽しんでやらていたので嬉しく思いました。

それと、この所 都の職員の方が大勢参加してくださるので、私達流連のメンバーも安心して

思い切り楽しめます。感謝です！

野川下流部より参加 くい打ちに夢中

くい打ちに夢中友人同士で参加
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職業ゼネコンの杭打ちプロ（父兄） みんなで「ガサガサ」 大人も夢中。
平井さんも思わず「うまい！」と。

川で水浴びしていたワンちゃん 参加者へのお土産は、東京の河川PRキャラクター
かわいこちゃんグッズ。

来年の夏はどんな方々が参加してくれるのか楽しみです！

みんなで「ガサガサ」　大人も夢中。杭打ちプロ「うまい！」

川で水浴びしていたワンちゃん 参加者へのお土産は、東京の河川PRキャラクター
かわいこちゃんグッズ。

来年の夏はどんな方々が参加してくれるのか楽しみです！



問合せ先

東京都建設局　北多摩南部建設事務所　工事第二課　工務担当
住所	 〒 183-0006 東京都府中市緑町 1-27-1
電話	 042-330-1845		 FAX	 042-369-3890
e-mail S0200212@section.metro.tokyo.jp


